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研究成果の概要（和文）：　自然科学分野の才能教育の動向について，米国，英国，フィンランド，フランス，ノルウ
ェー，イスラエル，韓国，シンガポールについて，主として現地での調査を実施した。それらの諸国において，才能教
育カリキュラム，才能教育学校，習熟度別学級，教師教育プログラム，入試制度，幼児を対象とした教育，民間の財源
による取り組み，その他について，幅広く資料を収集した。中でも，米国では，才能教育に関わる教員養成・研修スタ
ンダード，才能教育スタンダードなど，幅広く資料を収集して，日本で実施する才能教育の課題を明らかにした。また
，日本の才能教育が抱える課題についても分析し，今後の展望について検討した。

研究成果の概要（英文）：We conducted the field survey on the trends of science education for 
gifted/talented children in the USA, United Kingdom, Finland, France, Norway, Israel, Korea, and 
Singapore. In these countries, we obtained a variety of information on the curriculum for gifted/talented 
children, the special school for gifted/talented students, class formed according to the degree of 
advancement, teacher education program, entrance examination system, infant education, education by 
private fund, etc. Particularly in the USA, we gathered broad information of the teacher-training 
standard and educational standard for gifted/talented students, and made the problems in education in 
Japan explicit. Moreover, we made the problems of gifted education in Japan, and examined the prospect 
for the future.

研究分野：科学教育
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１．研究開始当初の背景 
 戦後の日本の教育界では，才能ある子ども
の個性・能力の伸長のための教育(以下，「才
能教育」と表記する) は，長期間にわたって
忌避されてきたが，近年では国の施策として
取り組まれるようになってきた。これには，
科学技術基本法に基づいて閣議決定された
「第 3期科学技術基本計画」が重要な役割を
果たしており，「① 知的好奇心に溢れた子ど
もの育成」と「② 才能ある子どもの個性・
能力の伸長」などの施策が実行に移されてい
る。スーパーサイエンスハイスクール(SSH)
の設置，未来の科学者養成講座，サイエンス
キャンプなどは，そのための代表的な取り組
みである。さらに，日本が相次いで参加する
ようになった数学，物理学，化学，生物学，
地学などの各種国際オリンピックへの参加
は，それを目指す児童・生徒の高いレベルで
の学習を後押しし，児童・生徒の優れた才能
を引き出す契機となっている。 
 本研究プロジェクトのメンバーである泉
俊輔は，特定領域研究(平成 17〜18年度)にお
ける，高校生と科学者集団の合宿セミナーな
どの取り組みを通して，科学的才能にあふれ
る高校生たちが現在の学校教育の中では，科
学への興味・関心をストレートに表現できな
い『浮きこぼれ』があることを見いだし，日
本において才能児に対する教育が，現状では
十分ではないことを指摘している。 
 このように，世界における日本における才
能教育の取り組みは始まったばかりであり，
多くの知的な児童・生徒が取り残されつつあ
る。日本の現状は，才能ある児童・生徒の教
育のための理論と実践の確立のための取り
組みが始まったばかりであり，課題が山積し
ている。 
 たとえば，上記のスーパーサイエンスハイ
スクール(SSH)に代表されるような施策は，
JST(科学技術振興機構)からの公募に応募し，
採択された学校等が「一定期間」の期限の中
で取り組む「事業」であり，継続的な教育シ
ステムが約束されているわけではない。各種
の国際オリンピックも，科学技術振興機構
(JST)の予算的な支援によって参加が成立し
ているため，「事業仕分け」のような制度に
よって，国民の支持が得られないようなこと
になると打ち切られる恐れもある。 
 このような現状において着目すべき課題
は，我が国の将来を担う「人材の育成」と，
一人一人の将来のための「人間形成」という，
これまで 2項対立的にとらえられてきた 2つ
の重要事項を調和させる理論と実践モデル
を示して，国民的な合意を得た教育システム
の確立への見通しを持てるようにすること
である。 
 
２．研究の目的 
 当初設定した目的は以下のような事柄で
あった。しかし，課題の提示はできたが，日
本の教育課程への具体的な提言までは踏み

込めなかった。 
(1) 各国における才能教育の現状 

(1-1) 才能教育の目的(人材育成と人間形成の観点から) 
(1-2) 才能教育を行う文化的背景 
(1-3) 才能教育を行うための理論・モデル 
(1-4) 才能教育の法的・制度的整備状況 
(1-5) 才能教育を行うための社会的インフ
ラ(学校，組織，その他) 
(1-6) 才能教育のための教育課程 
(1-7) 才能教育の具体的な効果 
(1-8) 日本との共通点・類似点と差異点 

(2) 日本で実施する才能教育のための課題と展望 
(2-1) 日本に導入可能な制度への提言 
(2-2) 日本に導入可能な教育課程への提言 
(2-3) 日本における才能教育を発展させる
にあたっての課題 

 
３．研究の方法 
 米国，英国，フィンランド，フランス，ノ
ルウェー，イスラエル，韓国，シンガポール
について，現地の学校，大学，その他の才能
教育関係機関を訪問調査した。また，TIMSS
のデータ分析も実施した。 
 
４．研究成果 
 対象国を分担して調査を実施し，以下のよ
うな成果を得た。 
 まず，米国を中心に，科学才能教育の現状
調査とそれを踏まえた日本で実施する才能
教育のための課題と展望について検討を行
った。米国の才能教育は多様性を保証する文
脈で行われてきた。歴史的に生得的な才能観
が強かったが，現在は急速に拡大する社会格
差の影響への配慮が重要問題となっており，
低所家庭やマイノリティに対する才能教育
の在り方が問われている。多くの州で才能教
育に関する何かしらの方策が行われている
が，必ずしも才能教育に関わる予算や専門教
員の配置が十分ではない。才能教育に関わる
教員養成・研修スタンダード，才能教育スタ
ンダードが発表されており，質保証も重要な
論点となっている。 
 米国では，ウィリアム＆メアリー大学才能
教育センターと協力し，才能教育の目的，文
化的背景，理論・モデルについて，実地調査
及び資料収集を行った。また，全米才能児協
会や科学教育改革の最新動向を調査した。米
国の才能教育は，先駆的な質の高いカリキュ
ラムモデルや指導法，実践例例を提案し続け
ている一方で，安定した予算確保に苦心して
おり，多様な個のニーズへの対応とその質保
証との狭間で，広範な教科指導への浸透が重
要課題となっていることが明らかになった。 
 これらに基づいて，我が国の科学才能教育
の出現や最新動向について，その歴史的重要
政策を含めて整理した。我が国の才能教育は，
21 世紀を迎え，科学技術分野が牽引する形で
拡がりつつあり，特に，独立行政法人科学技
術振興機構が手がける各種施策を中心とし
て，実践からのボトムアップ的に急速に進ん



でいる点が特徴であることがわかった。 
 次に，フィンランドについて述べる。フィ
ンランドの教育の成功要因は，今まで一律平
等な教育にあることが広く強調されてきた。
しかしながら丹念に調査してみると，すでに
「伸ばす生徒は伸ばす」「能力ある生徒は別
の課題を与える」といった，才能を引き出す
教育が国家プロジェクトとして進められて
いることがわかった。また，廃止されていた
と思われた国民学校が広く残り，そこでは国
の影響を排除した才能教育が行われている。 
 フィンランドの才能教育の典型が Paivola
である。Paivola は,農業関係の国民学校が母
体となった学校であり,個人の同族経営で成
り立ってきた。国民学校は現在 91 ほどあり,
高校卒業後の進路選択の学び,職業資格の取
得や語学の習得,また個別の大学入学試験の
準備講座が開講されるといった生涯学習コ
ミュニティの役割を担っている。1996 年,こ
の Paivola に国が 60％を,残りを NOKIA が支
援しながら,数学に特化した才能教育のコー
スを開いた。学びの基本は learning by doing
である。定員は 1 学年 20 名で 2 学年までの
コースで,同じく才能教育で知られるヘルシ
ンキ数学高等学校のカリキュラム開発者が
Paivola に関与した。提供する内容は数学が
中心であり,その他の科目は近隣のバルケア
コシキ高等学校から教師が派遣されて行っ
ている。この高等学校も学力のレベルも高い。
Paivola は高等学校ではないが,大学入学資
格試験を受験する事ができる。第 2 学年 41
名（2013 年現在）の生徒に対して,教員は校
長含めて約 20 名で運営されているが,専任
は数名である。そのほとんどが,高等学校の
単位として必要な通常の授業を担当するバ
ルケアコシキ高等学校から定期的にやって
くる教員たちである。寄宿舎生活のため,専
任担教員に週あたりの授業数は 40 時間以上
となるが,夜 10時以降も常に質問が来ること
から総時間数は不明という。家庭が支払う経
費は,入学時の夏合宿の４週間が800ユーロ。
それ以外は一月 60ユーロ,総計約 1,000 ユー
ロに上る。 
 次にフランスについて述べる。フランスは，
古典的に芸術を中心に才能教育が盛んな国
である。その中でも，教育困難地域である 
ZEP の中で，幼児に対する才能教育が行われ
ているのは特筆に値する。市民性の醸成と母
国語の獲得に成果を上げている。その他グラ
ンゼコールやコンセルバトワールで行割れ
ている教育など奥が深いのが特徴である。フ
ランスは,グランゼコール（Grandes Écoles
高等専門教育機関）を頂点とする教育制度が
古くから確立されている。そこで行われてい
るのは文字通りのエリート教育であり,グラ
ンゼコール準備校を含めて熾烈な競争が繰
り広げられていることは,広く知られている。
才能教育を「伸ばす」という観点から捉える
と,例えばコンセルバトワールに見られる音
楽やバレエのような芸術系教育に参考とな

る知見が多い。 
 フランスは,70 年代から親の職業や富の差
といった社会的困難地域を ZEP（教育特区）
に指定し,県と国が人的・財政的に援助を行
ってきた。才能教育に特化した試みではない
が,その中の一つに日本でも有名になった
「小さな哲学者」がある。これは ZEP に指定
されたジャック・プレヴェール幼稚園で行わ
れた哲学教育をドキュメンタリー映画とし
て世界に公開したものである。 
 次に，英国，ハンガリー，イスラエルにお
ける才能児教育支援プログラムの調査を連
続して実施した内容について述べる。英国に
おいては，理数教育に熱心だったブレア首相
の退陣後，政府による財政的支援が削減され
たあおりを受け，NPO を中心に，自治体や民
間の財源を活用した取り組みが中心となっ
ている。その中心は，富裕層を対象としたエ
リート校は別にして，教育の機会に恵まれな
い地区や住民への支援が中心となっている。 
 ハンガリーでは，やはり NPO を中心に，全
国的に各分野の才能児を発掘して支援する
取り組みが行われている。 
 イスラエルでは，国の主導により才能児の
発掘を目的とした全国テストが実施されて
おり，選抜された児童への補習授業が展開さ
れている。いずれの取り組みも，早い段階で
の才能児の発掘とその継続的支援という意
味で，注目すべき取り組みである。学校教育
を基本とした我が国の取り組みを補填する
上で，有意義な調査結果が得られた。 
 続いて，ノルウェーとイギリスにおける才
能教育の経緯と現状を探るために，H23 年度
と H24年度に現地調査を実施した内容につい
て述べる。ノルウェー調査では，Norway Nesna 
University Collegeの教員養成を指導する大
学准教授およびに Nesna School（小学校）の
校長にインタビューした。同国では，個別な
学力にそった教育を理念として掲げている
一方，学力別のクラス編成は行っていなかっ
た。ただし，ひとクラス 20 人程度までに設
定されているため，個別な学力にそう教育の
実現ができていると理解できた。 
 イギリス調査においては，King’s College 
of London と University of Cambridge にお
ける科学教育研究者，科学才能教育研究者に
インタビューし，Enriching School Science 
for the Gifted Learner プロジェクトの資料
を得た。さらに，科学教員向けに実施されて
いる才能教育研修の事例についてロンド
ン・サイエンス・ラーニング・センターの担
当者にインタビューし，プログラム資料を収
集した。現地調査を通して，才能教育の普及
にあたっては，才能というものの定義と学校
関係者・保護者への周知と理解に加え，才能
児の特定の仕方（誰がするのかも含めて）が
課題になると示唆された。 
 ロンドン・サイエンス・ラーニング・セン
ターの訪問調査で得られた資料からは，研修
内容について次の3つの特色が導き出された。 



a. 教師へ才能児の定義とそれに加えて「見
かけ」が紹介されている。ここでは，教師
へ子どもの性格の側面をひとつひとつ区分
して考えさせることで才能児が特別な存在
ではなく，教室にごくふつうに存在すると
いうことを理解させている。 
b. 教材のひとつでは，調査と実験というプ
ラクティカルな活動を交えながら，実際に
データを出す活動をしてみるということに
加えて，データがフェアであるかどうかを
考えさせる活動が含まれている。この活動
はナショナルカリキュラムにも提示される
批判的思考を促す教材としてみなすことが
でき，才能児にもその適正な学習機会と科
学的素養の伸長を提供していると考えられ
る。また，比較的入手や取り扱いのしやす
い器材のみを使うことで，どの学校でも，
どの教師にもできるようになっている。 
c. 才能児の知的好奇心を引き出す工夫と
してシナリオ教材が開発されている。物語
を静かに聞くという静的活動と，その内容
を記憶して，描画と言葉で表現し，友人と
交代して対話するという動的活動が交互に
取り入れられている。新しい学習態度のパ
ターン付けを子どもに促すというねらいも
含まれている。 
 次に公的な才能教育を積極的に推進して
来た国の一つである韓国について述べる。韓
国の教育開発院，釜山英才教育振興院を訪問
し，科学英才教育の政策の策定と実施につい
ての知見を得た。京畿科学英才高校，漢城科
学高校，KAIST を訪問し，実際の入試選抜と
教育についての知見を得た。３つの韓国国立
科学館を訪問し展示方法等が世界の潮流に
合わせて展開されてきたこと，ならびにソウ
ル特別市科学館の学校との連携活動につい
て確認した。予備校，私塾を訪問し，私教育
の領域でも単なるペーパーテスト対策から
自然科学分野の才能教育への対応が始まり
つつある事を知った。従来からの才能教育シ
ステムにおいて才能教育の研修を受けた教
師が増え，発掘方法や内容も発展し，STEAM
が重視されつつある。その一方で，科学高校
の普通の進学校化や，海外の大学に進学する
生徒が増えていることを危惧する意見もあ
る。表 1は 2008 年度と 2011 年度の韓国の才
能教育機関である。 
 

 表 1 韓国の才能教育機関 

 2012 年には中国の華東師範大学附属第二
中学校も訪問し，韓国と同様の発展的な教育
が急速に立ち上がっていることを確認した。 
 最後に，シンガポールについて述べる。日
本とシンガポールを比較するため，才能教育
を行う基盤としての学校について，各国の学
校間格差を明らかにしようとしてTIMSSの理
科学力データを学校単位に集計したところ，
義務教育段階における我が国の学力の学校
間格差は非常に小さく，1990 年代以降，その
傾向は一貫して継続していることが明らか
となった。一方，学校・学級間格差が参加国
の中で最も大きかったシンガポールの才能
教育について，現地調査を行った。初等教育
の低学年において約１％の児童を選抜して
行う英才教育制度や，科学教育を幼児段階か
ら行うためのナショナル・サイエンス・セン
ターの取り組みを明らかにした。さらに，シ
ンガポールにおいて 1984 年から実施してい
る才能教育プログラム（GEP）について調査・
分析を行った。シンガポールにおいては初等
教育段階から学力の学校間格差が見られる
こと，習熟度別学級編成とともに，教育制度
としての才能教育プログラムの特徴と我が
国に導入する際の課題について指摘した。 
 各国の調査や分析から得られた知見につ
いては，才能教育に関する小冊子にとりまと
めて配布した。 
 いずれの国でも，その伝統や社会的背景の
もとで才能児を伸ばすための取り組みが行
われているが，必ずしも国家が取り組むので
はなく，民間の取り組みも見られた。また，
日本を含めた東アジアの国の生徒の特徴も
示唆された。日本においても，すべての子ど
もから，その能力を引き出す教育の取り組み
が継続される必要性が示唆された。 
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